
 

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月７日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

○ 個に応じ、幼

稚部から高等

部にかけた系

統立てた指導

の実施による

日本語の習得

を図り、社会

で豊かに生き

るためのコミ

ュニケーショ

ン能力の向上

を図る。 

① キャリア教育の推

進を目指し、各教

員の授業力向上及

び学部間の系統化

を図るために授業

研究・授業公開を

推進する。幼児・

児童・生徒の日本

語に係る実態を把

握し、よりよい習

得の方法を検討

し、日本語能力に

応じた指導の充実

を図る。授業場面

では、教材研究を

充実させ、コミュ

ニケーション能力

の向上を図る。子

ども自身が自身の

キャリア形成を意

識できるような指

導の工夫を行う。 

② ICT 等を活用し、

視覚的支援をいか

した指導を行い、

個々の資質・能力

の育成を図る。 

①一人ひとりの研究授業や

研究協議を通じて授業力

向上を図る。 

他学部の研究授業・公開

授業への積極的な参観を

より推進し、他学部の状

況を知る。そのうえでミ

ッションや学校目標を達

成するための教育課程の

検討（カリキュラム・マ

ネジメント）を行い、一

人ひとりの実態把握や適

切な課題設定など、個別

教育計画に基づいたより

よい授業を行う。 

キャリアパスポートの活

用などを通して、自身の

キャリアを考えたり、自

己理解を促したりすると

ともに、会話などを通し

て、人と関わる力の向上

を目指す。 

②障害や発達段階に応じた

視覚的支援を行い、より

わかりやすい授業づくり

に取り組み、理解を促し

たり、思考を深めさせた

りする。 

① 多くの教員が研究授業

を行い、自身の授業力

向上を図れたか。 

他学部の研究授業・公

開授業への参観を通し

て、他学部の状況を知

ることができたか。そ

のうえで課題を整理

し、各学部の教育課程

を整理したり、改善し

たりすることができた

か。また、よりよい授

業づくりにつなげられ

たか。子どもたちのコ

ミュニケーション能力

は高まったか。 

② 個に応じた視覚的支援

を行い、わかりやすい

授業を行うことで、理

解を促したり、思考を

深めさせたりすること

ができたかのアンケー

ト等を行い効果を検証

する。 

①小学部は奉仕的行事

の設定、中学部は保

健体育のカリキュラ

ムの整理、高等部は

教科や自立活動、学

部行事の見直しを行

った。 

①学部研究や年次研修

に関わる研究授業を

含め、職員の 71.4%

が公開授業を実施で

きた。 

①学部ごとに発達段階

に応じてキャリアパ

スポートの活用が定

着してきた。それぞ

れの学部で自己と向

き合う時間を持つこ

とができた。 

②音声言語や手話に

加えて様々な ICT

機器やツールを使

って提示すること

で、子どもたちの

理解を深めること

ができた。 

①個別教育計画や通

知表の書式を教育

課程に応じた標記

の方法を全学部で

ある程度揃えてい

く。また、小学部

は学習指導要領と

児童の実態に基づ

いた教育課程の見

直し、高等部はシ

ラバスの作成を通

しての評価の観点

や学習のねらいの

共有化等、学部ご

とに重点課題を明

確にして取組む。 

①キャリアパスポー

トに綴じこむ資料

について、今後精

選を進めていく。 

②Teamsのサーバ活

用により教材デー

タ等は共有フォル

ダに保管している

が、担当教科を越

えた活用には至っ

ていない。 

①(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 81.3% 

令和３年度 76.6% 

日本語力をつけて

ほしい。ろう教育

の専門性を高める

必要がある。 

(学校運営協議会) 

神奈川のろう学校

のリーダー校とし

て何をするかが大

切である。 

 

②(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 70.8% 

令和３年度 84.1% 

ＩＣＴ機器の不足

を解消してほし

い。 

(学校運営協議会) 

もっと経験から学

ぶ機会を増やして

ほしい。 

①研究授業や公開授業

により、他学部の授

業参観や指導案を参

考に、指導の工夫等

授業改善につなげる

ことができた。学部

研究を柱として、

日々の取り組みや教

科指導の中で実践を

進めた。 

②引き続き、教材デー

タ等の共有と活用を

進めるため、サーバ

内の整理と活用方法

を徹底する。 

②教室に設置してある

モニターや PC接続

用ケーブルの総入れ

替えを行ったので、

有効活用できるよう

にする。 

①学習指導上の課題解

決に向けた指導方法

や、必要な知見の獲

得を目指し、新たな

研究テーマを策定す

る。学校研究は学

部・グループの取

組、公開授業、教科

連絡会とリンクさせ

て推進していく。 

①公開授業は、職員の

授業力向上のため

に、毎年実施する。 

①キャリアパスポート

は、さらに活用をす

すめるとともに、活

用が難しいケースに

ついて検討する。 

①今までの新転任者研

修の内容を見直し、

内容をニーズに合っ

たものにしていく。 

②ICT 活用授業の充実

のため、少なくとも

授業時に一人 1 台の

ＰＣやタブレットが

使えるようにする。 

２ 
(幼児・児童・) 

生徒指導・支援 

○ それぞれの障

害や発達段階 

を十分把握

し、個のニー

ズに応じた指

導・支援を行

うとともに、

集団活動を通

して、協調性

や思いやりの

心を養い、自

己肯定感を高

める。 

① 配慮の必要な幼

児・児童・生徒の

情報共有を図り、

健康と安全を守る

とともに、一人ひ

とりのニーズに応

じ支援を行う。 

② 個別の指導と様々

な集団活動を通し

て、自己理解や達

成感を育み、合わ

せて互いの良さを

認め合う取組を進

める。 

①関係職員とケース会を設

定し、情報共有を図り、

具体的な支援策の検討を

行い、実行する。併せて

効果の検証を行う。 

②学部学年を越えた集団活

動や部活動（文化的活

動・体育的活動）を通し

自己肯定感を育み、協調

性や社会性を養う。 

① ケース会で情報を共有

することで、指導上必

要な配慮を行い、健康

と安全を守ることがで

きたか。また、適切な

支援を行うことができ

たかを具体的成果から

検証する。 

② 集団活動を通して、互

いの良さを認め合い、

自己肯定感を高めるこ

とができたかを行動変

容等から検証を行う。 

①医療的ケア検討委

員会や学部会等で

情報を共有し、指

導上必要な配慮を

行い、健康と安全

を守った。食事制

限がある幼児に

も、職員間で情報

共有して適切な支

援を行うことがで

きた。 

②集団生活を送る上

で必要なコミュニ

ケーションについ

て、実態に合わせ

た言葉かけや支援

を行った。 

①医療的ケア対象

の幼児は保護者

のニーズもきち

んと把握しなが

らよく相談し、

支援策を検討す

る。 

②集団活動の提起

の際に、個別の

指導についても

ある程度計画を

立てるようにす

る。 

 

①(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 85.4% 

令和３年度 95.7% 

給食メニューが充

実している。食育

の推進を期待す

る。 

 

②(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 85.4% 

令和３年度 85.7% 

ろう学校のよさを

生かして、幼稚部

から高等部まで交

流して学びあう機

会を増やしてほし

い。 

①職員の聴能に関する

専門性の向上を図

る。 

②個々の実態に応じた

対応はできたが、特

に集団活動と個別の

指導の関連付けにお

いて、全体としての

計画性にはやや欠け

た。 

①必要に応じてケース

会を実施し、有効な

指導・支援の在り方

について検討および

実践を重ねていく。

記録を必ず回覧して

全体で共有し、指導

力向上に努める。 

①聴能担当・係の配置

を見直し、外部機関

との連携を強化して

業務を精選する。 

②縦割り活動や他学部

との交流を行い、集

団活動を充実させ

る。保護者に交流保

育への参加を働きか

ける。 

３ 進路指導・支援 

○ 幼児・児童・ 

生徒・保護者

のニーズを踏

まえ、自立と

社会参加に必

要な学力と社

会性、及び豊

① 幼稚部・小学部・

中学部・高等部の

各段階において、

個のニーズに合わ

せた体験的な学習

を通し、主体的に

進路選択できる、

①各学部の活動に将来の進

路選択につながる視点を

取り入れ、教育内容や指

導方法の充実を図る。高

等部においては、地域の

企業や大学等と連携し、

見学や実習を通して、意

① 進路担当と学部の担当

者が協力し、各学部の

活動に将来の進路選択

につながる視点を取り

入れ、教育内容や指導

方法を充実させること

ができたか。適切な職

①保護者懇談会や個

別面談への進路担

当の参加や各種学

習会への保護者の

参加など情報提

供・共有の機会を

増やすことができ

①実態に応じてキ

ャリアパスポー

トを活用し、将

来のことを考え

る機会を設け

る。特に、高等

部は進路先の決

①(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 66.7% 

令和３年度 65.6% 

ろう児がロールモ

デルで学べること

が大切である。 

(学校運営協議会) 

①高等部は学部進路係

会を定期的に実施

し、幼・小学部は保

護者懇談会に向けて

教員間で意見を共有

した。進路担当が各

学部の進路に関わる

①生徒が進路について

主体的に考えられる

ような指導の工夫に

ついて、担任や進路

担当が話し合ってい

く。 

②各教員が進路支援に



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月７日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27日実施） 成果と課題 改善方策等 

かな人間性を

養い、適切な

職業観を育

み、主体的な

進路選択がで

きるよう指

導・支援を行

う。 

またはつながる力

を育む。 

② 一人ひとりの進路

実現に向け、必要

な情報を提供す

る。 

欲と心構えを育て、それ

ぞれに必要な支援を行

う。 

②卒業生など聴覚障害のあ

る社会人と接する機会を

設定する等、生徒への情

報提供を行い、進路だよ

りや学習会などを通し、

保護者への情報提供を行

い、適切な進路指導・支

援を行うことができた

か。 

業観や進学に向けた意

欲を育成することがで

きたか。また、個のニ

ーズに応じた支援を行

うことができたか。 

② 進路選択をしていくう

えで、必要な情報を適

切に提供することがで

きたか。本人や保護者

の希望に沿った進路指

導や支援を行うことが

できたか。 

た。 

②企業や卒業生から

話を聞く会を設定

した。生徒にとっ

て身近で、活きた

情報として有効だ

った。 

定が目的となら

ないようにす

る。 

②保護者説明会や

懇談会の実施に

ついて、回数や

内容について検

討し、保護者へ

の情報提供を続

ける。 

コミュニケーショ

ンの大切さをお互

いに認識して取組

めるとよい。 

 

②(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 76.6% 

令和３年度 82.4% 

進路決定に向けて

さらに情報提供を

充実してほしい。 

ケース会に出席する

など情報を共有し共

に考えることができ

た。 

②個別に必要な情報を

提供することができ

た。情報提供・共有

の機会を増やすこと

ができた。 

主体的に関われるよ

うに、各学部の教員

と進路に関する情報

共有できる機会を引

き続き設定する。 

 

４ 地域等との協働 

○ 「ともに生き

る社会」の実

現に向け、地

域における支

援教育に関す

る専門性の向

上を図ると同

時に地域の住

民等との協働

による活動を 

進める。 

① 関係機関との連携

を図り、ニーズに

応じた相談支援を

推進する。 

② 切れ目のない支援

体制の構築に向け

て、地域の支援力

向上のための情報

発信や支援を充実

させる。 

③ 交流及び共同学

習、その他、様々

な場面を通じて学

校外の人との関わ

りを設定し、自己

有用感を高めた

り、普段関わりの

少ない人との関わ

り方を学んだりす

る。 

①校内外の相談ケースにつ

いて、病院や福祉機関と

の情報交換を計画的に行

い、支援ニーズの把握と

支援策の見直しを行う。 

②家庭や保育園、幼稚園、

小学校、中学校、高等学

校、医療、福祉等と連携

し、的確な支援ニーズの

把握や具体的な支援策の

共有を図る。 

③これまでの各学部での取

り組みを基に、よりよい

交流および共同学習のあ

り方を検討し、実践す

る。また近隣の企業や社

会福祉法人、商工会議

所、青年会議所等の外部

団体と連携し、地域の人

と一緒に子どもたちが活

動する機会をつくる。そ

のことにより、子どもた

ちの人と関わる力の向上

を図る。 

① 関係機関と計画的に連

携し、相談ケースの指

導や支援にいかすこと

ができたか。 

② 地域で学ぶろう難聴児

の指導と支援の充実に

つながる情報発信や支

援を行えたか。 

③ 各学部の実態やねらい

に合った、よりよい交

流及び共同学習のあり

方を検討し、計画的に

実施することができた

か。 

また、外部団体等との

活動を計画し、実施す

ることができたか。 

様々な活動を通して、

子どもたちの 

人と関わる力の向上に

つながったか。 

①校内外相談では、

担任、自立活動

班、専門職、他

校、児相、教育委

員会、福祉、病

院、補聴器業者等

と連携して支援を

行うことができ

た。 

②地域の支援力向上

に向け、コロナ禍

での新しい研修や

交流の形を模索す

ることができた。 

③各学部の実態やね

らいに沿って、地

域の学校や外部団

体との交流及び共

同学習の場を 11団

体で 14回設定する

ことができた。 

①自立活動班と連

携し、病院や業

者とのより良い

連携の在り方に

ついて検討して

いく必要があ

る。 

②転出ケースの引

継ぎやアフター

フォローができ

たが、合理的配

慮に対する理

解・協力も学校

や地域による差

が大きかった。 

③子どもたちが地

域の人と交流及

び共同学習を行

える機会を増や

していく。各学

部や他班と連携

を図り、見通し

をもって予定を

立てていく。 

①②(保護者ｱﾝｹｰ

ﾄ) 

肯定的評価 55.6% 

令和３年度 68.9% 

保護者が、手話、

聴覚、発達につい

て学べる機会を増

やしてほしい。 

(学校運営協議会) 

手話講習や学校・

会社でのリーダー

研修等を行うなど

理解啓発を進めて

いくとよい。 

 

③(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 51.1% 

令和３年度 72.9% 

(学校運営協議会) 

地域協働本部が動

き出すので活用し

てほしい。 

①②合理的配慮の理

解・啓発に向け、市

や県の教育委員会と

の連携が必要だっ

た。 

③学校ホームページで

の活動報告やチラシ

の配布、作品展示会

への参加など、広報

活動に努めることが

できた。 

①病院や聴覚障害者福

祉センター、他の特

別支援学校等と継続

的な連携を行い、校

内外の相談支援の充

実を図る。 

②地域のニーズに合っ

た持続可能な研修や

交流の形を検討する

必要がある。 

③地域の小学校と互恵

性のある交流内容を

検討していく。（交

流校の児童に対して

アンケートを実施

し、よりよい交流の

中身やあり方につい

て検討する。） 

 

５ 
学校管理 

学校運営 

○ 安全で安心で

きる指導・管

理体制の整備

を進め、学校

の危機管理能

力を高める。 

○ 教員のワーク

ライフバラン

スを推進する

ために、教員

の働き方改革

を推進する。 

① 保護者との連絡体

制を含め、非常時

を想定したできる

限りの実践的な取

組を推進する。 

② 幼児・児童・生徒

と向き合う時間を

確保する方策を検

討し、時間を生み

出すことで、適切

な支援につなげ

る。 

①「平ろうメール」を効果

的に活用して情報発信す

るとともに、体験的で実

効性のある訓練を継続的

に行い、より効果的なも

のとする。 

効果の検証を行い、次へ

の方向性を探る。 

②ポータルサイトを活用し

て資料を提示する等の工

夫を行い、会議の効率化

と時間短縮を目指す。ま

た、さらなる方策の検討

を行う。 

アンケートで効果の検

証を行う。 

① 非常時を想定した体験

的で実効性のある取組

を推進することができ

たか。また、今後の方

向性を確認できたか。 

② 会議時間を短縮し、幼

児・児童・生徒と向き

合う時間を確保するこ

とができたか。また、

そのことが適切な支援

につながったか。ま

た、働き方改革の実感

を職員がもてたか。 

①様々な非常時を想

定し、３回の避難

訓練と防災教室・

DIGを実施し、児

童・生徒が実際に

避難行動をとる実

践的な訓練を行う

ことができた。 

②ポータルサイトの

活用が進み、情報

共有がスムーズに

なったため、学校

全体の会議数を２

割削減できた。学

校業務サポーター

１名が増員され

た。 

①「平ろうメー

ル」の加入率が

ほぼ 100％とな

り、緊急時以外

の活用について

もすすめてい

く。 

②ポータルサイト

の活用による業

務の効率化は進

んだが、会議の

効率化は検討が

必要である。 

①(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 72.9% 

令和３年度 80.0% 

手話やろう教育を

理解している教員

を配置してほし

い。 

必要な連絡はある

が、もっと情報発

信してもよい。 

(学校運営協議会) 

 

②(保護者ｱﾝｹｰﾄ) 

肯定的評価 83.7% 

令和３年度 88.7% 

①平塚市の福祉避難所

の研修に参加し、本

校が福祉避難所とし

て、実際に機能でき

るように検討を進め

た。 

②業務アシスタント 1

名と学校業務サポー

ター２名の体制で、

教員でなくても行え

る業務を担当してい

るが、十分に活用で

きていない。 

①「平ろうメール」の

メンテナンスを工夫

し、必要に応じて活

用していく。 

②Teamsをハブとしな

がら他の Microsoft 

365のアプリも連動

して使用することで

より効率的に業務が

進められるように体

制整備していく。業

務サポーターができ

る業務を整理して提

示する。 

  


